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（長寿企業の研究） カネダ専門商社の集合体 Sacco        2023/10/31 日経産業新聞 
                                             社長 加藤俊氏 
 
 
 

 
 カネダは食品、化粧品、医薬品、工業用と多岐にわたる油を取り扱う専門商社だ。金田展明社長は、経

営で重視するのは、「受け継いできた歴史の尊重」と「変化への柔軟な対応力」のバランスと言う。創業

は 1905 年。東京都台東区浅草橋での油問屋に始まり、後に油脂、石油メーカー各社の販売特約店とな

る。油は人の営みのあらゆる場面に使われるが、それぞれの業界は、全く異なる体質を持つ。それゆえ、

多くの業界との取引関係は一朝一夕に広げてきたわけではない。商社として、販売先も仕入れ先も顧客と

捉え、それぞれのニーズや特徴を深く把握し、互いをつなぎ合わせてビジネスにしてきた。「お客様との

深く、長い関係性をつくることができたのはステークホルダーに対し柔軟に対応する企業文化が機能した

から」と金田社長は語る。個々の顧客の要望にマッチする製品を納めるため、化粧品の原料や精密機械の

潤滑油用のブレンド・充填工場を新設したのは 75 年のこと。98 年にも、医薬品を充填できる GMP（適

正製造規範）基準対応の工場を創設した。一般的な商社の枠組みを超えた付加価値提供力となっている。

いわば、今日のカネダは油問屋ではなく、「専門商社の集合体」と言えるのだが、社員は各業界の経験者

を多く採用することで成り立っている。おのおのの専門分野でキャリアを積んだスペシャリストによる提

案が高い信頼につながり、それが強さの源となっている。同時に会社も、社員の家族に愛される会社を目

指し、家族向けの社内報の郵送を定期的に行っている。ステークホルダーのステークホルダーまで大切に

する在り方が、中途採用が多い組織でも一体感・家族意識を醸成させるのだろう。歴代の社長は、取引銀

行の支店長の元へ毎月挨拶に出向き、会社の状況を報告し、情報交換をするそうだ。これは創業以来銀行

との良好な関係を保ってきた歴史であり、それを尊重する企業文化の表れである。2005 年には、次の

100 年に向けた「カネダミッション・ビジョン」を発表した。「食・健・美・環境を見据えた製品を提供

し、顧客とともに社会の発展に貢献する」と宣言した。時代の変化に敏感な半面、未来永劫（えいごう）

変わらないミッションの達成を目指すひたむきさが最大の強みである。生活に深く根差した油を扱う長寿

企業はまさに不易流行を体現する存在といえる。  

 取材者：加藤俊、週刊誌・月刊誌のライターを経て、2015 年にメディア運営・編集プロダクションの Sacco（サ

ッコ）を設立。法人の持続可能な取組みを紹介するメディア coki（コウキ）を運営。公益資本主義推進協議会

（PICC）100 年企業研究委員会会員。社会的養護の自立支援をする一般社団法人 SHOEHORN 理事。 

 
平岡和矩のコメント 
滅びない企業の在り方を提示されている三方良の好例と思います。人間の世界では、兎角、覇権争い

で戦争になり、人類の滅亡を招く、政治・経済・宗教の在り方を考え直さねばと思いつつ、日々に追われ、

俯瞰することを忘れることの警告として、上記の企業様のようにきめ細やかなつながりを大切にして存続

していること。そして、１００年以上の企業は、わが国だけではありませんが、基本は、この通りを忠実に

守り続けている結果であることに敬意を表し、学び取るべき重要性を示唆していると思います。 

 

夢テク研究所 

清秋の中、整備された安
宅の関にて、歴史と歌舞
伎に思いを寄せてのひ
と時、感無量に！！ 
 
 



星野芳昭（ほしの よしあき） 

      慶應義塾大学卒業後、1981 年マネジメントの専門団体に入職、1985 年大手マネジメントコ 

      ンサルティング会社に入社以降、主に上場企業の経営調査、組織改革、業務プロセス改革、 

      業績評価・人事制度改革、マネジャー育成等のプロジェクトに携わる。2013 年独立。現在は 

      企業統治、内部統とリスクマネジメント、執行役員育成等独自のプログラムを実践展開中 

      株式会社スターガバナンス代表取締役。info@stargovernance.co.jp 

不易流行の人的資本経営（１０）                 経営コンサルタント星野芳昭 

今年も上場企業だけでなく非上場企業、大学法人、自治体そして政府においてもコンプライアンスや不正、不適切

行為による不祥事が相次ぎました。これらはまぎれもなく、設備や技術が起因ではなく人や組織が起因となっていま

す。「ガバナンスの機能不全」と言うことが一般的にも使われるようになりました。 

１． ガバナンスの機能不全とは、厳密に言うと「内部統制が機能していない」ということ 

先日、日本大学アメリカンフットボール部薬物事件対応に係る第三者委員会の調査報告書が発表されました。そ

の中でも特に以下の指摘はこれまでにない踏み込んだ内容となっています。 

「立証されていない事実や立証される可能性が低いとみなした事実を矮小化し、時にはないものとする、不都合な情

報には目をつぶり、得られた情報を自分に都合よく解釈し、自己を正当化するという不適切な基本姿勢により、本事

案への対応が行われた結果、本法人においては、不適切な行為が重ねられてきたものといえるが、それを制御し、

牽制すべき、理事長及び学長によるガバナンスが全く機能しなかったことも、本法人において不適切な行為が重ね

られた原因であったというべきである。」つまり、不適切な行為の背景には制御すべき、牽制すべき理事長及び学長

によるガバナンスの機能不全があるということです。ここで使われているガバナンスは統治という意味よりも内部統制

（Internal Control）と呼ぶ方が適切と考えます。なぜならば、内部統制とは、トップマネジメント（株式会社では執行

役員社長、大学法人等では理事長）の責任下において、現場第一線を含む全ての従業員や取引先に対してコンプ

ライアンス遵守等を保証する一連のプロセス、制度、システムを言い、広義では、リスクを統制する全ての活動を含

むものと言われています。内部統制の制度やシステムはあっても、それが正しく機能していない、運用されていない、

形骸化しているということであればトップマネジメントの責任下でそれを早期に是正することが求められます。そして

現場第一線によるライン統制（日常業務遂行における運用）、スタッフ部門によるスタッフ統制（制度設計と運用）、そ

して内部監査部門による監査と是正、トップマネジメントや取締役会への報告という多層の内部統制体制が確立す

ることになります。例えば現場第一線が「内部統制とは内部監査室の仕事であり自分達には関係ない、それよりも利

益を上げることが第一だ」と捉えているとすればその会社の内部統制は確立されていないことになります。 

２． 内部統制の本質は、「義を明らかにして利を図らず」 

内部統制は 1970年代に米国で企業の粉飾決算や経営破綻が相次ぎ、さらには海外における賄賂などの不正行為

も見つかったことで、こうした状況に危機感を抱いた米国公認会計士協会（AICPA）等が主体的に制度、システムを

構築したものです。しかし、日本にはその 100 年以上も前に備中松山藩主に仕え、わずか７年間で藩が抱える１０万

両の負債を一掃し、同時に１０万両を蓄財するという大胆な藩政改革を成功させた山田方谷が次の様な言葉を残し

ています。「「義を明らかにして利を図らず」、これは『荀子』に「先義而後利者栄、先利而後義者辱」（義を先にして

利を後にする者には栄えあり、利を先にして義を後にする者には辱あり）という言葉があり、陽明学者でもある山田方

谷はそれを自らの藩政改革に活かしたことが広く知られています。この名言は、岡山県高梁市にある山田方谷記念

館の前に銅像と一緒に掲示されています。つまり、「義を大切にする、理念を掲げ、顧客や取引先との信頼関係を第

一に考えて行動すること、これが結果として自社に長期的な利益をもたらす」ということです。逆に目先の利益に捉わ

れると義が忘れられ、顧客や取引先からの信頼が無くなり、企業は成り立たなくなる。まさに、150 年以上も経過した

現代でも同様の残念な結果が見られます。「長期的な企業理念か当面の利益か」と言った OR の世界ではなく、義

がいかに重要かだということです。 

 



〈楽しい実践心理学教室〉 
言葉を投げかけられたら、投げ返すことを学ぶ例で、簡単なようで、その投げかけ
方で、人生が変わることに気づきましょう！！「失敗を恐れるな」 
 

（実践！Smartコミュニケーション）2023/10/23 日経産業 

 
 
感情取り戻す笑いの効用 東京国際大学客員教授 山本御稔 

「…お後がよろしいようで」という言葉の後に拍手が聞こえる。聴衆は笑いすぎて心地よい疲れ

にみたされている。毎月、1 回だけだが会社に落語家がやってくる。最終金曜日の午後 3 時に会

社のセミナールームで開催される落語だ。この会社の従業員は 500 人程度だが、毎回の参加者は

平均して 100 人程度だという。この会社は IT 系でゲームや教育に関わるシステムを開発してい

る。なぜ会社の中で落語なのか。 

 

■感情の希薄化が問題に 

近時、IT 化の影響で人と人のコミュニケーションが減り、人とコンピューター（人工知能）との

コミュニケーションが多くなっている。会社勤務でも出社後に PC を立ち上げて、その後は退社

するまでひたすら PC と対話をする、つまり、キーボードを打ち込んで、画面上の返事を確認

し、またそれに対してキーボードを打つということの繰り返しだ。 

この状況で問題視されているのが感情の希薄化だ。人間は感情を持っている。かなり豊かな感情

を持っているのが人間のすぐれた点なのだ。この感情は人間同士のコミュニケーションによって

生まれ、増幅する。それゆえに豊かな感情が生まれてくる。 

「感情を理性で抑えるべき」ということもあるのだが、まずは、豊かな感情があってからこそ理

性が活躍の場を得る。理性しかなく、感情がないということであれば、これは人間性の希薄化で

もあろう。 

この IT 会社には従業員全員にすぐれた PC が貸与され、多くの者がシステム開発を行っている。

つまり人とコンピューターとの接触が大半だ。感情のない機械とのコミュニケーションには感情

のやりとりはない。人間が一人だけ「独立して」感情的になって画面をたたくなんてことはある

だろうが、相手の感情的な反応がないのでそこで止まってしまう。 

この状況で問題なのは感情の希薄化だけではない。感情が生まれることによって、対峙的に生ま

れる「理性事態」が育たない。人間は感情豊かで理性も十分の備える必要がある。 

IT 会社の社長は「この状況は一種の災害だと思っています。意図してはないですが、PC を対象

に仕事を一生懸命にやればやるほど、感情が希薄化して、理性も不十分になる。なんとか感情を

動かさなきゃいけないと思い立ちました」。 

 

■仲間意識も醸成 

感情は PC など相手の反応が薄ければ希薄化する。もともとの豊かさに戻すために必要なのが感

情の動きであり、強力な動きが必要なのだ。それが落語家が作り出す笑いだ。何かに反応して笑

う。笑いという事象に自然と集中する。一瞬かもしれないが、会社での悩みを忘れることができ

る。心がほんわかする瞬間を得ることができる。 

もうひとつ重要なのは仲間意識だ。相手が笑うと自分も笑う。その時に自然と相手を認識してい

る。PC 作業で同じ部屋にはいるのだが仲間と認識していない人びとを、笑いを共有することで仲

間と再認識することになる。 

あなたの会社では大声で仲間とともに笑うことがあるだろうか。IT 化の時代、仲間の構築、ある

いは会社組織の構築に笑いという強力な手段を導入するというのもよい手段だと思う。 



リクルート、社員の友人・恋人も「ファミリー」イベント招待、社内外の結びつき強める 2023/11/1 日経産業転用 

傘下のリクルートは 10月 27 日、社員が家族などを招く「ファミリーデー」を開いた。従来は育児中の社

員とその子どもを主な対象としていたが、今回から友人や恋人など直接の血縁関係がない人にも対象を広

げた。社員の自社への理解を大切な人と共に深めてもらい、エンゲージメント（働きがい）を高める。フ

ァミリーデーの参加者（写真上）とリクルートの北村吉弘社長金曜夜の午後 7 時、東京駅のすぐ隣にある

リクルートの本社オフィスの 41 階。周囲の夜景を一望できる空間には幅広い世代が集まっていた。ファ

ミリーデーというと子どもを職場体験に招くような形式を思い浮かべるが、見渡すと子どもを連れずに来

ている人がちらほらいることに気付く。 

今回のファミリーデーの正式名称は「みんなの日～RECRUIT FAMILY DAY 2023」。「ファミリー」と

「みんな」が両方存在するのが特徴だ。従来は育児中の社員の参加が中心だったが、恋人や友人、親や学

校の恩師まで招けるよう対象を広げた。イベント前半に登場したリクルートの北村吉弘社長は「大切な社

員の大切な人はリクルートのファミリーだ」と強調した。2019 年以来 4年ぶりに対面会場も設け、オン

ラインとのハイブリッド開催で約 2000 人の参加申し込みがあった。その中で抽選に通った約 100 人が東

京本社と福岡のリアル会場に参加した。リクルートに関するクイズや社員による出し物のほか、日ごろ言

葉に出して伝えづらい感謝の言葉を伝える場も設けた。リアル会場参加者の 1 人の梅沢宜雄さん（22）

は、4 月に入社した新入社員だ。大学時代に同じ学生団体に所属していた友人と大学 2 年生の後輩の 2 人

を招いた。日ごろ友人から「CM とかでリクルートをよく見るが会社としてどういうことをしているかを

質問されていた」といい、自分の勤める会社について知ってもらえる機会だと感じて参加した。 

招待された友人は「家族だけでなく友人を招くオープンな社風なんだなと思った」と話す。2 年生の後輩

も「これから就活を始めるぞという時期で、何に興味があるのかをまず見つける段階。参加して自分の今

後を考えるきっかけになった」と笑顔を見せる。 

梅沢さんにとっても、リクルートで働く意味を見つめ直す機会になったようだ。「消費者にリクルートを

知ってもらう機会はあるが、友人とか近い人に紹介する機会はなかなかない」という。今回のイベントで

多くの社員が自分の大切な人を招いているのを見て、自社に対して誇らしい気持ちが出てきたという。交

際中の男性と一緒に参加した蒲田まなみさん（28）は、1月に中途入社した社員だ。「転職活動中も応援

してくれていたし、オフィスがきれいなことを伝えていたから招きたかった。社員がパワフルで、来週か

らも仕事を頑張りたいと素直に思えた」と笑顔を見せる。男性も「会を通じてほんわかした空気が伝わっ

てきた」と満足げな様子だ。リクルートは本社オフィスを「誰でも出入り自由な公園のような場を目指

す」として 23 年までに改装を進めた。会場となった 41 階も今回のような外部の人を招いたイベントがで

きるような設計とした。北村社長は「境目をつくることをとっぱらっていくことができていると実感でき

た」と話す。今後の施策について北村社長は「今回はデーだったが、連日開催するウィークもありなので

は」とさらなる進化に意欲を見せる。多様な家族や働き方の形態が生まれるなか、自社サービスを通じて

働き方を変革し続けてきたリクルートだからこそ、これからも社内の取り組みで先頭に立ち続ける必要が

あるだろう。 

この記事は、人の輪＝世界平和＝地球平和へとつなげることが、今、一番大事な時と世界中の人たちが願

っている例と思います。我々人間は、地球にとって、最害虫であることを自覚するべきである。 

《KSK ニュー１０月号読後感想》 
今回は残念ながら、感想文を頂いておりません。是非、ご投稿を頂けます様、お待ち致し
ております。平岡が皆様のお便りを何より楽しみにしております。 
 

株式会社ケー・エス・ケー夢テク研究所 平岡外喜子 
連絡先 E メール ksk@yumeteku.com 
 

１０月中旬に久々の所用を兼ねて、故郷の石川県小松市へ参り、様変わりした安宅

の関に中高時代の友人の案内で、散策し、ランチに名物の「小松うどん」を頂き、

また、前日も小中高の友人達が集い親交を温め、楽しいひと時を頂き感謝です。 

歌舞伎での義経と

弁慶と富樫の銅像 


